（様式１）
大阪市立川辺小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）

　

１　学校運営の中期目標
２　中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む）

３　本年度の自己評価結果の総括

(様式２)

大阪市立川辺小学校　令和 ４年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【最重要目標１　安全・安心な教育の推進】
全市共通目標（小・学校）
・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８０％以上にする。
・年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。
・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。

学校の年度目標
・年度末の児童アンケートにおける「自分には良いところや得意なことがある」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を前年度より増加させる。
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向１－１、いじめへの対応】
・「学校安心ルール」の活用による規範意識の醸成
・「いじめについて考える日」・や「いじめアンケート」の実施によるいじめの未然防止、早期発見の取組の徹底。
 (　　　　　　　　　　　　)　　
	

	指標
・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を７０%以上にする。       

・児童アンケートにおける「きまりやルールを守る」の項目にて、当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を８５％以上にする。

・月に1回以上、いじめや問題行動・子どもの気になることの情報を共有する場を設定し、全教職員で早期対応に取り組む。また、児童理解研修を年2回以上、全教職員で共有する。
	

	取組内容②【基本的な方向１－２、不登校への対応】
・不登校の未防止や早期発見・解決に向けた取り組みを行う。
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　
	

	指標
・児童理解研修を年2回実施し、アセスメント調査等を活用し教職員の児童理解を深め、結果を基に校内支援体制づくりを推進する。
・ICT機器の活用による授業参加を促し、出席認定できる日数を前年度より増やす。
	

	取組内容➂【基本的な方向１－５、防災・減災教育の推進】
火事や地震・津波を想定した避難訓練や教職員の研修を行い、危機管理意識を高める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　　　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　
	

	指標
・「児童アンケートにおける火事や地震が起こった時、避難することができる」の項目について、肯定的な回答の割合を８０％以上にする。
・安心安全部会を月に１回以上行うとともに、随時、学校内外の安全面の点検を行う。
・災害に関する避難訓練を年間３回行い、交通安全指導を年１回行い、児童自身が災害から身を守れるようにする。
	

	取組内容➃【基本的な方向２－３、人権を尊重する教育の推進】
・児童がお互いの違いを認め合い、友達を大切にする心情を育む指導を行う。
・教職員は、キャリアパスポート等の活用を通して、達成できたことや児童の良いところを見つけて認めあい、自尊感情や自己有用感を高められるようにする。
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・児童アンケートにおける「自分にはよいところや得意なところがある」の項目について、「当てはまる、だいたい当てはまる」と回答する児童の割合を８０％以上にする。
・教職員の研修（児童を認める研修）を年１回以上設定する。
	

	取組内容⑤【基本的な方向２－１、道徳教育の推進】
・自らがかけがえのない大切な存在であると実感できるよう、学校教育活動だけでなく、家庭・域等との連携を図り、児童の自尊感情を高め、他者を思いやる気持ちを育む。

・児童に道徳的な判断力、心情、態度を育成する
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・「自分には、よいところがあると思いますか」「人が困っているときは、進んで助けていますか」の自己肯定感や思いやりに関する項目について、肯定的な回答をする児童の割合を前年度より向上させる。

・心豊かな児童の育成の手立てとして、芸術鑑賞を実施する。
	

	取組内容⑥【基本的な方向２－４、インクルーシブ教育の推進】
・「共に学び、共に育ち、共に生きる」インクルーシブ教育を一層推進し、ユニバーサルデザインを取り入れて、すべての児童が見通しをもって学習活動に取り組めるようにする。
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・ユニバーサルデザインを取り入れた授業づくり、校内の環境整備を行う。
・特別支援教育を推進し、児童の様子や行動等共有する場や研修を学期に一回以上持ち、全教職員で児童を育てる。
・福祉体験活動（盲導犬・車いす体験）や出前授業を２回以上実施する。
	

	
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	


(様式２)

大阪市立川辺小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【最重要目標２　未来を切り拓く学力・体力の向上】
全市共通目標（小学校）
・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を２５％以上にする。
・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。
・小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を７５％以上にする。
学校の年度目標
・「授業はよくわかる」に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を５０％以上にする。
・「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を２５％以上にする。
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向３－１、就学前カリキュラム等に基づいた教育の推進】
・就学前の児童との交流や、引継ぎを行い、スムーズな受け入れができるようにする。

(　　　　　　　　　　　　)　　
	

	指標
・近隣の保育所・幼稚園と連携を取り、学校間でスムーズな受け入れができるようにするため、適宜連絡をとり、保幼小での交流の機会を年１回以上行う。
	

	取組内容②【基本的な方向４－２、「主体的・対話的で深い学び」の推進】
・朝学習を工夫し、基礎的・基本的な学習の定着を図る。

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の視点から、学習課題に対して、自分の思いや考えを言ったり書いたり伝え合う場を工夫し、授業の中で友だちと交流し考えを深める学習を実施する。
 (　　　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　
	

	指標

・学力向上の研修を年2回以上行い、「授業はよくわかる」の項目で「当てはまる(どちらかといえば当てはまる)」と答える児童を８０％以上にする。

・児童アンケートにおける「自分の考えを言ったり書いたりすることができる」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を70 %以上にする。
	

	取組内容③【基本的な方向４－３、英語教育の強化】
・低学年からの英語学習を推進しネイティブスピーカーを活用した学習を行い、英語教育の充実を図る。
・教員の指導力、英語力向上に向けた研修を年１回以上実施する。
 (　　　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　
	

	指標
・週２回のモジュール学習を実施する。
・児童アンケートにおける「英語学習が楽しい」の項目について、「当てはまる、どちらかといえば当てはまる」と回答する児童の割合を８０％以上にする。
	

	取組内容➃【基本的な方向５－１、体力・運動能力向上のための取り組みの推進】
・児童が意欲的に体力づくりに取り組めるように、学年の発達に合わせた学習カード等を活用し、体力向上への意欲を高める。
・多様な動きをつくる運動を積極的に授業に取り入れて、体を動かす楽しさや心地よさを味わわせ、意欲的に体を動かす児童を育てる。

・体育週間での取り組みを充実させる。

(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・児童が各自めあてをもって運動に取り組めるように、学習カードやタブレット端末等を活用するとともに、単元によっては、振り返りの時間を持ち、次へと繋げる。

・児童アンケートにおける「運動が好き」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば当てはまる）」と答える児童の割合を８０％以上にする。
	

	取組内容➄【基本的な方向５－２、健康教育・食育の推進】
・基本的な生活習慣（朝ごはん・早寝早起き等）の大切さについて、児童や保護者に知らせる。

・給食の時間や栄養指導を通して、食べることに感謝して、しっかり食べる児童を育てる。
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・年間５回（奇数月）健康生活週間を設定して、基本的な生活習慣の確立を図るとともに、「保健だより」などを通して、保護者にも意識づける。
・健康生活週間実施前に保護者へメールで配信し、保護者への啓発を図る。
・朝食をとる児童の割合を８０％以上にし、早寝早起きをする児童の割合は、各学年の実態に合わせて７０％以上にする。

・毎月１９日に大おかずの残食調査をして、給食委員会で発表し完食の割合を増やす。
	

	
	

	
	

	
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	


(様式２)

大阪市立川辺小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）


	年度目標
	達成状況

	【最重要目標３　学びを支える教育環境の充実】
全市共通目標（小学校）
・３～６年生においては、１日１回以上、１・２年生においては、週１回以上タブレット端末を活用する。
・週に１回ゆとりの日を設定し、3か月平均残業時間の７０時間越えする教職員数を０にする。
学校の年度目標
・デジタルドリルを日々授業で活用し、1人1台学習者用端末等ICT機器を活用する。３～６年生においては、１日１回以上、１・２年生においては、週１回以上タブレット端末を活用する。
	


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【基本的な方向６－１、ICTを活用した教育の推進】
・1人1台学習者用端末等ICT機器を活用し、個に応じた学習を充実させるため 、児童が意欲的に取り組むことができるようにする。
(　　　　　　　　　　　　)　　
	

	指標
・３～６年生においては、１日１回以上、１・２年生においては、週１回以上タブレット端末を活用する。
・情報モラル教育を学期に１回は、各学級で指導する。
	

	取組内容②【基本的な方向７－１、働き方改革の推進】
・長期休業中の学校閉庁日の設定、ゆとりの日の設定を行い、ワークライフバランスの実施を目指す。
 (　　　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　
	

	指標
・週に１回ゆとりの日を設定し、残業時間を減らす。
・年間年次休暇取得１０日以上の割合を７０％以上にする。
・学校行事の内容の精選を図る。
	

	取組内容③【基本的な方向７－２、教員の資質向上・人材の確保】
・本年度の研究目標に基づき、国語科の授業研究を中心とした研修会を実施し、指導力向上に取り組む。

・メンター研修を充実し、若手教員の指導力を高める。
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・国語科における授業研究を1 ～6年で取り組み、全体会を年間3回以上実施する。また、全教員が1人1回以上の授業研究に取り組み、実践に結び付ける。

・教職員の伝達研修を年間1回以上もち研修内容を全教職員で共有し資質を高める。

・メンター研修を年間6回以上もち、指導力向上を図る。
	

	取組内容③【基本的な方向８－３、学校図書館の活性化】
・図書館開放や朝の読書タイムを活用することにより児童の読書量を増やし、言語活動の推進を図る。
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・「本を読むのは楽しい」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば当てはまる)」と答えを童の割合を85 %以上にする。
・読書ノートを活用し、高学年は年間２０００ページ、中学年は５０冊以上、低学年は７０冊以上本を読む児童の割合を前年度より増やす。
・週１回の読書タイムを実施する。

	

	取組内容③【基本的な方向９－２、地域学校協働活動の推進】
・家庭・地域・外部団体との連携を図り、多様な体験学習を実施する。

・「はぐくみネット」と学校協議会との連携による学校教育活動の支援の充実を図る。
(　　　　　　　　　　　　)　　　　　　
	

	指標
・家庭・地域・外部団体との連携を図り、交流の際や朝や昼の挨拶のできる児童を８０％以上にする。
・「はぐくみネット」と連携した学校体験活動を年３回以上実施する。
・地域ボランティア清掃を設定し、実施する。
	

	
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	

	次年度への改善点

	


現状と課題


・児童は自信がなく、自己肯定感が低い状態である。自信を持って取り組める児童の育成が必要である。また、運動場が広いにもかかわらず、体力が全国体力運動能力調査の結果から、大阪府全体の体力平均より下回る状態である。


・学力が大阪市学力経年調査の結果から全市平均より下回る結果となっているため、基礎基本から身につけさせていく必要がある。


中期目標


【安全・安心な教育の推進】


・年度末の児童アンケートにおける「自分には良いところや得意なことがある」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を令和３年度より増加させる。


【未来を切り拓く学力・体力の向上】


・「授業はよくわかる」に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を５０％以上にする。


・「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を２５％以上にする。


【学びを支える教育環境の充実】


・デジタルドリル、デジタルドリルを日々授業で活用し、1人1台学習者用端末等ICT機器を活用する。３～６年生においては、１日１回以上、１・２年生においては、週１回以上タブレット端末を活用する。





【安全・安心な教育の推進】


全市共通目標（小・中学校）


・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８０％以上にする。


・年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。


・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。


学校園の年度目標


・年度末の児童アンケートにおける「自分には良いところや得意なことがある」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を前年度より増加させる。





【未来を切り拓く学力・体力の向上】


全市共通目標（小・中学校）


・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を２５％以上にする。


・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。


・小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。


・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を７５％以上にする。


学校の年度目標


・「授業はよくわかる」に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を５０％以上にする。


・「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を２５％以上にする。


【学びを支える教育環境の充実】


全市共通目標（小・中学校）


・３～６年生においては、１日１回以上、１・２年生においては、週１回以上タブレット端末を活用する。


・週に１回ゆとりの日を設定し、3か月平均残業時間の７０時間越えする教職員数を０にする。


学校園の年度目標


・デジタルドリルを日々授業で活用し、1人1台学習者用端末等ICT機器を活用する。３～６年生においては、１日１回以上、１・２年生においては、週１回以上タブレット端末を活用する。
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